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新規認証組織のご紹介
2018年10月から2019年11月までに登録証授与を行った企業様をご紹介致します。
認証取得おめでとうございます。

　2019年1月10日付登録、株式会社 ユーパック様にFSSC 22000
の登録証授与式を行いました。

（左から1人目）業務管理課課長 下山 様
（左から2人目） 安全衛生管理委員会委員長 大河原 様

（左から3人目） 生産管理課課長 佐藤 様
（左から4人目） 常務取締役 杉原 様
（左から5人目） 代表取締役 梅澤 様

FSSC 22000（食品安全システム認証）認証取得

株式会社 ユーパック 様1

　2018年12月13日付登録、株式会社 明治 本別工場様において
FSSC22000及びJFS-Cの登録書授与式を行いました。

（後列左から）三浦班長、山田班長、本寺班長、齊藤班長、本寺班長、山崎班長
（前列左から）浅野主任、関根係長、小坂工場長、田澤係長、大門係長、中村主任

FSSC 22000（食品安全システム認証）、JFS-C（食品安全マネジメントシステム）認証取得

株式会社 明治 本別工場 様2

　2018年10月31 日付登録、株式会社 小林甚製麺様にFSSC 22000
の登録証授与式を行いました。

（右から2人目）代表取締役 小林 甚一 様
（右から3人目）HACCPリーダー 小林 甚成 様

（両脇）JIA-QAセンター 九州支店

FSSC 22000（食品安全システム認証）認証取得

株式会社 小林甚製麺 様3

　 2018年11月14日付登録、マルヱ醤油株式会社様にISO 9001の
認証書授与式を行いました。

（中央）代表取締役社長 永江 隆志 様

ISO 9001（品質マネジメントシステム）認証取得

マルヱ醤油株式会社 様4
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　2019年1月23日付登録、有限会社 藤井電鍍工業所（現：旭群馬株式会
社）様にISO 9001の登録証授与式を行いました。

（右） 取締役社長 藤井 様
（左） 製造部部長 野田 様

ISO 9001（品質マネジメントシステム）認証取得

旭群馬株式会社 様
（授与当時 旧社名：有限会社 藤井電鍍工業所）

6

　2019年2月20日付登録、深江工業株式会社様にISO9001の登録証授
与式を行いました。

（前列左から） 取締役 車両事業部長 菅原 様、車両事業本部 課長補佐 廣瀬 様
（後列左から）業務部 係長 渡部 様、財務・総務本部 主任 大歳 様

業務・QMSプロジェクト 主任 三浦 様、QMSプロジェクト 係長 本間 様

ISO9001（品質マネジメントシステム）認証取得

深江工業株式会社 様7

　2019年3月11日付登録、株式会社 大栄製作所 加悦事業部様にISO 
9001の登録証授与式を行いました。

（左）代表取締役社長 吉岡 恵 様
      （右）加悦事業部 統括課長 下田 隆 様

ISO 9001（品質マネジメントシステム）認証取得

株式会社 大栄製作所 加悦事業部 様8

　2019年6月5日付登録、有限会社 新井製作所様にISO 9001の登録証
授与式を行いました。

（中央） 代表取締役 新井 辰水 様
（左） 製造技術 新井 隆司 様

（右） 品質管理 林 一郎 様

ISO 9001（品質マネジメントシステム）認証取得

 有限会社 新井製作所 様9

　2018年11月19日付登録、キッコーマンフードテック株式会社 江戸
川工場様にJFS-C認証の登録証授与式を行いました。

（前列右から）加藤 薫 様〈工場長〉、JIA-QAセンター川崎 巳喜男
（後列右から）古矢 祐一 様〈生産管理グループ長〉、針塚 浩司 様〈設備管理グループ長〉

増田 守男 様〈穀類グループ長〉、田中 響 様〈エキスグループ長〉、松戸 隆直 様〈工場長代理〉

JFS-C認証（食品安全マネジメントシステム）認証取得

キッコーマンフードテック株式会社 江戸川工場 様5
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　2019年6月5日付登録、株式会社 ブルックスホールディングス様に
ISO9001の登録証授与式を行いました。

（左）代表取締役社長 小川裕子 様
（右）常務取締役 大槻浩哉 様

ISO 9001（品質マネジメントシステム）認証取得

株式会社ブルックスホールディングス 様10

　2019年6月19日付登録、日本プロテイン株式会社様にFSSC 22000の
登録証授与式を行いました。

（左）代表取締役社長 諸岡 等史 様
（右）JIA-QAセンター 事業部長 中山 勝己

FSSC 22000（食品安全システム認証）認証取得

日本プロテイン株式会社 様11

　2019年３月７日付登録、太陽工業株式会社様にIATF16949:2016の
認証書授与式を行いました。

（左から３人目） 代表取締役社長 小平 様
（左から４人目） 取締役 品質保証部 部長 原田 様

（左から１人目） 品質保証部 品質管理課 課長 及川 様
（左から２人目） JIA-QAセンター 営業統括室 芳澤

IATF16949:2016（自動車産業の品質マネジメントシステム）認証取得

太陽工業株式会社 様12

　2019年9月4日付登録、株式会社 福嶋組様にISO14001の認証書授
与式を行いました。

（左）代表取締役 藤原 教真 様
（右）技術管理部長 田仲 利都子 様

ISO14001（環境マネジメントシステム）認証取得

株式会社福嶋組 様13

　2019年9月24日付登録、株式会社 海産物のきむらや フコイダン工場 
様にJIA-GMP(JIA食品施設の衛生及び品質基準)の登録証授与式を行い
ました。

（右から2人目）代表取締役社長 木村 隆之 様
（右から3人目）JIA-QAセンター 川崎 巳喜男

JIA-GMP(JIA食品施設の衛生及び品質基準 第1版)認証取得

株式会社 海産物のきむらや フコイダン工場14
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　2019年10月9日付登録、オリベスト株式会社様にISO 9001の登録証
授与式を行いました。

（左から）常務取締役 生産本部・技術本部管掌 中嶋 敏樹 様、取締役 管理本部長 津村 知範 様
代表取締役 社長 津村 芳範 様、専務取締役 山田 昌美 様

ISO 9001（品質マネジメントシステム）認証取得

オリベスト株式会社 様16

　2019年6月5日付登録、伊藤ハム株式会社 西宮工場様にFSSC 22000の
登録証授与式を行いました。

（左から）品質管理室 金子 佳代子 様、品質管理室 出口 治郎 様、品質管理室 室長 冨岡 聡 様
工場長 久次米 忠宣 様、製造１部 部長 田中 信行 様、品質管理室 山崎 優 様

FSSC 22000（食品安全システム認証）認証取得

伊藤ハム株式会社 西宮工場 様15

ISO新規認証組織の取り組み状況　～アンケートから～

アンケートにご回答いただいたみなさまには紙面を借りてお礼申し上げます。

例えばISO9000s 規格は1987 年に初版が制定、
その後1994年版と続き、認証取得の一大ブームを巻
き起こしましたが、2006 年をピークに認証組織数は
減少傾向となり、現在もそれは続いている。

数々発行されるマネジメントシステムの使い勝手
を良くしようと2015年版としてすべてのマネジメ
ントシステムに附属書SLが取り込まれることとな
り、9001、14001をはじめ様々な規格で改訂が行わ
れた。一時的に移行審査の需要は出たものの、新たに
認証取得に取り組む組織の下火傾向が続いている。

そのような中でも、認証取得の必要性を感じて新
たに取り組む組織もある。一体どのような理由で認
証取得に至ったのだろうか。またその先はどうしよ
うと考えているのか。

新規認証組織様の中からランダムサンプリングし
て、認証取得の動機、導入後の変化、今後の目標などに
ついてアンケートをお願いした。得られた回答から見
えてきたことをご紹介したい。

■ ISOマネジメントシステム導入の動機
認証取得を機会として、顧客の「満足度アップ」「信

頼度のアップ」を目的としていることがうかがえる。

すでにある組織のマネジメントを社会の要求水準に
合わせ再構築することで、顧客から今以上に満足を
引き出し、会社に信頼を寄せてもらうことを期待し
ての取り組みと思われる。当然ながら結果としての
取引増加が期待でき、ISOマネジメントシステムの
取り組みで、組織の持続的成功が期待されている。

■ システムを導入する前と後の変化について
目立つのは、標準化が進むことにより、曖昧だった

ことが明らかになることの便益である。結果として、
組織における責任と権限がハッキリし、効率良く仕
事を進められるようになった、というもの。次に、数
値化が進むことで目標管理がしやすくなったという
もの。目標達成に向け人々の参画が増え、個人が成長
し、組織全体の価値や文化に対して注文が高まった
ことで組織の能力の向上が見られた、という意見も。

■ 今後の目標や抱負について
働く人々の意識の向上をはかり、引き続きPDCA

を図ることで、「改善する文化」「価値基準」の醸成を
図りたいという回答が目立った。



5 JIA-QA Center

ねっと
JIA-QA CENTER

VOL. 31

ISO 19011（マネジメントシステム監査のための指針）改正の概要
監査プログラムのPDCAサイクルを適切に回すには!

1. はじめに
ISO 19011は2011年に第2版として発行された。これ以

降、ISO/IEC 27001（情報セキュリティマネジメントシステム）、
ISO 9001（品質マネジメントシステム）及びISO 14001（環
境マネジメントシステム）の改正、ISO 39001（道路交通安全
マネジメントシステム）、ISO 50001（エネルギーマネジメン
トシステム）、ISO 55001（アセットマネジメントシステム）、
ISO 45001（労働安全衛生マネジメントシステム）など新しい
マネジメントシステム規格が発行されてきている。

これらの規格は、2012年に開発された「ISO/IEC専門業務
用指針 第1部」の中の「統合版ISO補足指針－ISO専門手順 附
属書SL」に従って作成されているので、ISO 19011はこれを
考慮して2018年7月に第3版として発行され、2019年5月
にJIS Q 19011が発行された。

2. 主な改正点
⑴ 規格の構造

ISO 19011の構造は、第2版から基本的な要素の変更はない。
しかし、附属書Aで示されていた「分野に固有の監査員の知識
及び技能に関する手引き及び例」は削除されたが、「7.2.3.3分
野及び業種に固有の監査員の力量」で基本的な考え方として記
載している。
⑵ 用語の定義

第2版で追加したものは、複合監査と合同監査（第2版で監
査の注記には記載していた）、並びに他のマネジメントシステ
ムで定義されている客観的証拠、要求事項、プロセス、パフォー
マンス、有効性の用語である。一方、案内役の定義は削除して
いる。
⑶ 監査の原則

監査では、どの監査員も同じような結論に達することができ
るようにするためには、ある原則に基づいて行動することが大
切である。これを監査の原則として順守することが必須条件で
ある。第2版の監査の原則ではa）〜f）の6項目が示されていたが、
今回の改正では、次に示す原則が追加されている。

g）リスクに基づくアプローチ:
　 リスク及び機会を考慮する監査アプローチ
リスクに基づくアプローチは、監査が、監査依頼者にとって、
また、監査プログラムの目的を達成するために重要な事項
に焦点を当てることを確実にするため、監査の計画、実施
及び報告に対して実質的に影響を及ぼすことが望ましい。

リスクに基づくアプローチとは、監査対象の業務のリスク及

び機会に着目することで効率的に監査を行うことを意図してい
る。このため、監査プログラムの目的に沿った監査活動を行う
ことが大切である。
⑷ 監査プログラムのマネジメント

監査プログラム（特定の目的に向けた、決められた期間内で
実行するように計画された一連の監査に関する取り決め）の
マネジメントでは、「監査プログラムのマネジメントのための
プロセスフロー」（図1参照）の見直しが行われ、その要素の変
更及び追加が行われた。5.2〜5.7は監査プログラムのマネジ
メント（監査プログラムを運営管理する責任者）が考慮すべき
PDCAサイクル、6.2〜6.7は監査チームが考慮すべきPDCA
サイクルを明記し、わかりやすい構造になっている。

監査プログラムは、一つ若しくは複数のマネジメントシステ
ム規格又はその他の要求事項に対処し,単独で又は組み合わせ
て（複合監査）行う監査を含み得るものを確立すること、及び
次に示す要素を考慮することが望ましいとしている。これらは、
MS要求事項である、4.1組織及びその状況の理解、4.2利害関
係者のニーズ及び期待を考慮している。

－　組織の目的
－　関連する外部及び内部の課題
－　密接に関連する利害関係者のニーズ及び期待
－　情報セキュリティ及び機密性の要求事項

監査プログラムを実施するためには、監査プログラムをマネ
ジメントする人は図2に示す行動を行うことが大切である。こ
れからもわかるように監査プログラムとは、監査活動のスケジュー
ルだけを示すものではないということが分かる。

有限会社福丸マネジメントテクノ　代表取締役　福丸 典芳

図1 監査プログラムのマネジメントのためのプロセスフロー

PLAN DO CHECK ACT

5.2 監査プログラム
の目的の確立

5.7監査プログラム
のレビュー及び
改善

6.7監査のフォロー
アップの実施

5.3 監査プログラムの
リスク及び機会の
決定及び評価

5.4 監査プログラム
の確立

6.2監査の開始

6.3監査活動の準備

6.6監査の完了

6.4監査活動の実施

5.5 監査プログラム
の実施

6.5監査報告書の
作成及び配付

5.6 監査プログラム
の監視

ISO 19011は内部監査と第二者監査のための指針であるので、この要素を自組織の監査の仕組みに
取り入れることで、効果的かつ効率的な監査プログラムを運営管理することができる。
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図2「5.5 監査プログラムの実施」の概要

⑸ 監査活動の実施
構造の変更が行われており、監査活動の順序を考慮した構成

になっている（表1参照）。
表1　監査活動の要素
項番 監査活動の要素

6.2
6.2.1
6.2.2
6.2.3

監査の開始
一般
被監査者との連絡の確立
監査実施可能性の決定

6.3
6.3.1
6.3.2
　　6.3.2.1
　　6.3.2.2
6.3.3
6.3.4

監査活動の準備
文書化した情報のレビューの実施
監査計画の策定
計画策定へのリスクに基づくアプローチ
監査計画の策定の詳細
監査チームへの作業の割当て
監査のための文書化した情報の作成

6.4
6.4.1
6.4.2
6.4.3
6.4.4
6.4.5
6.4.6
6.4.7
6.4.8
6.4.9
　　6.4.9.1
　　6.4.9.2
6.4.10

監査活動の実施
一般
案内役及びオブザーバの役割及び責任の割当て
初回会議の実施
監査中のコミュニケーション
監査情報の入手可能性及びアクセス
監査の実施中の、文書化した情報のレビュー
情報の収集及び検証
監査所見の作成
監査結論の決定
最終会議の準備
監査結論の内容
最終会議の実施

6.5
6.5.1
6.5.2

監査報告書の作成及び配布
監査報告書の作成
監査報告書の配付

6.6 監査の完了

6.7 監査のフォローアップの実施

⑹ 監査員の力量及び評価
構造についての変更はないが、追加されている要素がある。

⑺ 附属書
第2版の附属書Aを廃止し、附属書Bと統合して、「附属書A（参

考）監査を計画及び実施する監査員に対する追加の手引」とし
ている（表2参照）。
表2　附属書Aの項目（＊は追加された項目）

A.1 監査方法の適用 A.10 リスク及び機会の監査（＊）

A.2
監査に対するプロセス
アプローチ（＊）

A.11 ライフサイクル（＊）

A.3 専門的な判断（＊） A.12 サプライチェーンの監査（＊）

A.4 パフォーマンスの結果（＊） A.13 監査作業文書の作成

A.5 情報の検証 A.14 情報源の選択

A.6 サンプリング A.15 被監査者の場所の訪問

A.7
マネジメントシステム
における順守の監査（＊）

A.16
仮想活動及び場所の，
監査（＊）

A.8 組織の状況の監査（＊） A.17 インタビューの実施

A.9
リーダーシップ及び
コミットメントの監査（＊）

A.18 監査所見

ISO 19011は要求事項ではなく指針であるので、組織が内
部監査や第二者監査を行う際の要素が明記されている。このた
め、自組織の能力を考慮して、この指針で活用できる要素は何
かを検討し、必要なものを取り入れることが効果的である。こ
の考え方は、ISO 9001の内部監査の要求事項の注記に「手引
きとしてISO 19011を参照」と規定されていることからもわかる。

運用計画策定
全活動の調整

次の行動を行う
⒜ リスク / 機会を含め関係者に伝達

⒝ 個々の目的・範囲・基準の決定

⒟ 関連活動の調整・スケジューリング

⒠ チームの力量確保

⒡ 個別、全体への資源の提供

⒢ プログラム通りの監査の実施

⒣ 文書化した情報のマネジメント（維持を含む）

⒤ 運用ルールのもとでプログラムを監視

⒥ 改善の機会のためのレビュー実施

⒞ 方法の選択

内 / 外コミュニケーション
チャネルを利用した
定期的な進捗連絡

プログラムの
確立

プログラムを
マネジメント

する人

資源の決定

運用上のリスク・機会・課題を
マネジメント
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組織のEMSの能力を最大限に引き出すために
SDGsへの取組みが組織のEMSを変える

移行期限（2018年9月）から1年以上経過して、
2015年版への移行を無事完了し、リスク及び機会の
考え方が浸透してきた組織も多いだろう。

ISO 9001やISO 14001等のマネジメントシステ
ムにリスク及び機会の考え方を取り込むことになった
マネジメントシステムの共通テキストは、リスクマネ
ジメントの規格（ISO 31000）を基礎としていること
は皆様御存知の通りである。今年3月にISO/TC 262
でISO 31000:リスクマネジメントのガイドライン規
格の開発・改定に携わってきた横浜国立大学院の野口
先生のお話を聞く機会があった。野口先生によると、
ISO 9001やISO 14001がリスクマネジメントの考
え方を取り入れた意義の一つは、マネジメントシステ
ムに「未来志向であれ」というメッセージを込めたこと
にあるのではないかとお話しされていた。過去の経験
した事象（既知の事象）に対処していくだけであれば、
学習システムと再発防止処置を確実にする仕組みを充
実させていけばよいわけであるが、リスクマネジメン
トの考え方を取り入れた意義の一つは、未来を予想し

て経験したことのない事象に対しても備えていくこと
だと。

奇しくも今年は15号、19号と連続して強い勢力の
台風に見舞われ、多くの地域で甚大な被害が生じた。
直接的にあるいは間接的に被害を受けた企業も多いの
ではないだろうか。地球温暖化の影響が懸念される中、
このような今までに経験したことのない規模の気象現
象が増えることは間違いないであろう。

ISO 14001:2015で強化/意識された要求事項の
一つに、4.1項に規定される“決定される課題には、
組織に影響を与える可能性のある環境状態を含めるこ
と”がある。これは、地球温暖化による気候変動に関
連するリスクへの対応を意図したものであるが、今回
のような増加する極端な気象現象により、自社の施設
やサプライチェーンが被害を受ける可能性は、まさに
環境状態が組織に与える影響といえるだろう。すでに
BCP（事業継続計画）の分野でこれらに備えている組
織もあるだろうが、過去の経験のみに頼ることなく、
将来の変化に十分に対応できているか再度検証してお

IMSコンサルティング株式会社　代表取締役　寺田 和正

気候変動への対応を含むSDGsへの取組みが、組織のEMSに与える影響について

図1 SDGs（持続可能な開発目標）
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く必要があるだろう。BCPで備えている場合であって
もBCPを管理する仕組みに環境状態の変化から生じ
る可能性のある組織（事業）への影響をインプットする
のは、環境マネジメントシステム（EMS）の役割であ
ろう。“温暖化による気象現象の変化に対応していく
こと”はリスクに備えた取組みと考えることができる
が、“温暖化によって/温暖化に対応するために市場の
ニーズが変化していく/新しいニーズが生まれること”
は、組織にとっての機会になり得るかもしれない。こ
のような将来を予測して特定された“リスク及び機会”
に取り組んでこそ、マネジメントシステムの共通構造

（Annex L;旧Annex SL）に込められた未来志向の考え
方を取り込んだEMSといえるのではないだろうか？

組織が未来志向のリスクマネジメントを展開してい
く上で、もう一つ考慮しておきたい社会の動きがある。
2015年から国連がその達成に向けた取組みを提唱し
ているSDGs（持続可能な開発目標）（図1）である。目
にした/聞いたことのある方も多いと思うが、これは、
主に社会、環境、人権に関連する2030年まで達成す
べき目標を定めたもので、17の分野で目標が設定され、
169の詳細な達成指標が設定されている。SDGsは、
国連が提唱する目標であるから、具体的に達成に向け
た計画を立案し、達成に向けた取組みを展開していく
のは、各国の政府が主体となる。企業はあくまでも自
社の製品・サービスを利用してこの目標の達成に貢献
するという立場であるが、企業の協力/取り組みなく
してはこれらの目標を達成し得ないことは自明であり、
さらに言えば、目標達成のためには、企業の革新的な
取組みが必要となってくる。

もちろん、現在自社が持てる製品・サービス、関連

する技術等を基礎に、この目標の達成にどのように貢
献できるか？を考えていくことも、一つ重要なアプロー
チと考えられる。2030年のSDGsが達成された社会
を想定して、その社会において、当社がどのような役
割を果たすのかを十分に検討して、2030年の自社の
あるべき姿を実現するために、それを阻害する要因（リ
スク）/それを後押しする要因（機会）を特定し、阻害
する要因を取り除く/軽減する、後押しする要因を強
化/促進していくために、ISO 14001又はISO 9001
を利用することも一つの選択肢であり、そのような取
り組みこそ、未来志向のマネジメントシステムの運用
につながるのではないだろうか？（図2）

これは、今SDGsに貢献できる製品・サービスや、技術・
ノウハウを所有しているか否かに関わらず全ての組織
が共通的に取り組めるアプローチでもあるだろう。

例えば、温暖化対策が十分に浸透した2030年には、
ガソリン車の割合は、現在に比べて極端に少なくなっ
ているであろうから、自動車にガソリン/軽油を販売
するというサービス内容を中心にした事業は成り立ち
得ないことは自明である。ならば電気自動車ユーザー
に対しても燃料に相当する急速充電サービスを提供す
れば・・・という考え方もあるだろうが、新しいサー
ビス分野では、ガソリンスタンド時代に持っていた“危
険物を取り扱うことができる人がいる”、“危険物を取
り扱う上での適切な施設を所有している”等の優位性
は、もはや通用しない。2030年に向けた新しいビジ
ネスモデルを模索していく必要があるだろう。これは、
ごくごく単純化して事業の将来性を検討した事例に過
ぎないが、SDGsへの取組み及び達成は幅広い企業に
大きな影響をもたらすことは間違いないであろう。も

2030年の社会
≒SDGsが達成された社会

2030年の事業 2030年の社会で
何を提供するか？

製品・サービスを
通して社会に
価値を提供

？

現在の事業

リスク 機会

価値（Value）

図2 未来を想定したリスク及び機会の特定



9 JIA-QA Center

ねっと
JIA-QA CENTER

VOL. 31

はやSDGsへの取組みは、私達と無縁のところにある
存在ではないのである。

目標達成に向けて取り組む、国連の目標への貢献と
いうと、企業の風土によっては義務感や、やらされ感
が先立つ場合もあるかもしれない。しかしながら、見
方を変えて、2030年の社会を想像して、当社のある
べき姿を考える・・・というアプローチにしてみたら
どうだろう？　全社員が、2030年の社会において自
社が、あるはそれぞれの社員が、どのような役割を担っ
ているか、を想像して、そのために各人が、今何がで
きるかを検討してみたらどうだろう？一気に楽しい取
組みに変化しないだろうか？

安易な・単純な取り組みのようにも思われるが、そ
れでもリスクマネジメントの重要な要素のいくつかは
捉えているように思う。

図3は、JIS Q 31000（リスクマネジメント-指針）
に示されるリスクマネジメントプロセスを示している。
リスクマネジメントが成功するためには、リスクアセ
スメントによる結果の確からしさももちろんのこと、「リ
スクコミュニケーション及び協議」、「モニタリング及
びレビュー」が欠かせないといわれている。モニタリ
ング及びレビューには、“種々の階層、背景を持つ人た
ちに話を聞いてみる”という活動が含まれる。全社員
が2030年の社会における自社/各自の姿を想定して、
その達成を阻害する要因（すなわちリスク）又は達成
を後押しする要因（すなわち機会）に対して取組みを
検討すれば、精度の高い「リスクコミュニケーション及

び協議」、「モニタリグ」を行いやすい環境が構築され
るであろう。

実際に、先に述べた自然災害による被災の例でも、
「全くリスクが想定されていなかった」というよりは、
リスクに関するコミュニケーションや、リスクのモニ
タリングによる変化への気付きが不足していたために、
リスクが顕在化してしまった事例が多いように思う。

あるべき姿を特定して、それを実現するための目標
を設定すれば、もはや無難な目標設定では、事足りず、
より高い目標設定、場合によっては、革新的な達成目
標の設定が必要になってくることも事実であろう。そ
れに対して、ISO 14001に限らず認証の対象となる
マネジメントシステムの運用においては、“無難な目
標を設定して審査でその達成を示す。”というスタイ
ルが一般的になってしまっているように感じる。いく
ら2015年版の移行によって、事業及び組織の戦略と
統合化した運用を実現しても、EMSで設定される目
標が無難なものであれば、その運用の成果も無難な、
そこそこのものになってしまい、EMSのパフォーマン
スが大きく評価されることもないであろう。

顕在化しつつある地球温暖化に関連するリスクでも、
SDGsへの取組みでも、組織にとってより身近で共感
を得やすい分野を前面に押し出して（SDGsには、気
候変動への対応も含まれている）、未来志向のマネジ
メントシステムへの転換を図っていくことが、認証さ
れているマネジメントシステムの真価を発揮させるこ
とに繋がるのではないだろうか。

適用範囲、
状況、基準

リスク対応

記録作成及び報告

出典：JIS Q 31000:2018

リスクアセスメント
リスク特定
リスク分析
リスク評価

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
及
び
レ
ビ
ュ
ー

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
及
び
協
議

図3 JIS Q 31000:2019に示されるリスクマネジメントプロセス
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環境・品質内部監査でSDGs、ＣＳＲを併行して
監査する方法の紹介

１．ISO14001環境の期待される事項と
SDGs、CSR取組との関連について

ISO14001はSDGsの目標17のうち、8つの目標
に関連している。内部監査チェックリストの例として、
SDGs目標7と目標13の部分を見るチェック項目を図
1に示す。

図1をご覧いただきたい。左端はISO14001の監
査項目、中央の欄では、上段にSDGs目標が書かれ、
文末の【　】内にISO26000中核課題が示されている。
下段にはSDGsコンパスの関連項目が書かれている。
右端はCSRで取組む際の具体的事例が書かれている。
なお左端の欄にはISO14001の箇条は入れていないが、
ISOの認証組織におかれては、慣れている箇条番号を
入れると、更に使いやすくなるであろう。

一般社団法人日本CSR協会　代表理事
株式会社 イー・キュー・マネジメント技研　代表取締役社長　前田 浩

図1 【ISO14001環境と関連SDGs目標の7番と13番、CSR取組状況評価】

　以前登録組織セミナーにご登壇いただいたCSRのエキスパートである日本CSR協会の前田理事に、
ISOの内部監査を活用してCSR・SDGsの取組みを併行して監査するチェックリストをご紹介い
ただきます。12月16日の横浜会場を皮切りに開催される2019 年度登録組織セミナーと合わせて、
貴社の内部監査にお役立てください。

ISO9001でも図1のチェックリストと同様に展開す
ることが出来る。また、ISO26000（組織の社会的責
任／企業CSR、自治体GSR、病院HSR、大学USRなど、
全ての組織、業種別）」でも同様に展開しSDGs17目
標を評価することが出来る。なお、図1のISOマネジ
メントシステム監査チェックリストは、SDGs目標17
の全ての項目で作成されており、（一社）日本CSR協
会／（株）イー・キュー・マネジメント技研で管理して
いる。組織において必要な場合はコンタクト頂きたい。

２．経産省創設「おもてなし規格認証」と、
国連採択「SDGs」

経産省創設の「おもてなし規格認証」をご存じだろ
うか。おもてなし認証規格は、サービス品質を「見え
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る化」し、高品質なサービスの提供・維持・向上を促し、
生産性向上を実現するための、共通化された枠組みで
ある。その結果として、地域経済の活性化をはかるこ
とが目的である。

ISO9001の組織は、様々な製品の製造、設計・開
発が登録範囲になっていると思うが、製品を作るだけ
作っても買ってもらえなければ企業は成り立たない。
買って貰う何らかのプロセスを企業は持つため、サー
ビスは製造業や建設業など、すべての企業に例外なく
存在する。「おもてなし」というと狭義には接客・接遇サー
ビスを思い浮かべる人が多いと思うが、実際は、広義
のサービス品質全般を表す言葉である。

さて、経産省創設「おもてなし規格認証」（2017年
4月公開）では7つのSDGs目標に関連している。お
もてなし規格認証の7つの分類の中の「Ⅵ.人材の確
保・育成」に関するチェックリストを「図2」として示す。
このチェックリストで、おもてなしと合わせてSDGs
の3つの目標（4.8.10.）を評価・確認することが出来る。

ところで、経産省創設「おもてなし規格認証」は、組
織の本業以外の部分を見る枠組みといえる。創設当初
は、レストランのような小規模店舗の登録が目立ったが、
現在では、全国に営業所や支店といった販売網を持つ
大手メーカー、LPガス供給、信用金庫など金融、アパー
トマンション等の施工、タクシーなど運輸、チェーン展
開している大手ホテルなど、多岐に亘る業種業態で積
極的な取り組みが進んでいる。

最近の傾向としては、企業間継続的な取引である
BtoB（Business to Business）にはISO認証、企業と
個人消費者間の商品やサービスを提供する取引である
BtoC（Business to Consumer ）におもてなし認証と、
ダブルの活用など広がりが見られる。
（一社）日本CSR協会及び支援機関である（株）イー・

キュー・マネジメント技研は、このおもてなし認証規
格の第三者評価機関として、経産省より採択されて
いる。当社グループは、おもてなし規格認証をCSR

（ISO26000）の一環として推進、ISO26000（2010年）
の中核主題「人権／環境／コミュニティ参画・開発」を
ベースに作成された「SDGs」（2015年）の評価を、お
もてなし規格認証審査と併行して行えることが特徴だ。
これのチェックリスト（図2）を公開しているが、この
考え方を展開しISOの認証組織も使えるようにしたの
が図1のチェックシートである。

図2の見方だが、中央の確認項目欄には経産省創設
「おもてなし規格認証」で用いる質問内容が書かれてあ
る。⇒以下の部分がSDGsに関する確認事項である。
組織はこの表に、ISOマネジメントシステムの箇条番
号を追記しても良いだろう。

日本CSR協会では、企業からの要望が多い「SDGs
評価」の実施を準備中である。図2のチェックリスト
を用いて行うもので、ISOの認証組織からの期待もあ
り、成熟度に準じた「SDGsレベル」を明記した「SDGs
評価登録証」（図3）を発行することで進めている。

図2【経産省創設「おもてなし規格認証」審査時に、SDGsの関連目標の取組状況評価】
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図3 SDGs評価登録証（例）

①日本CSR協会では、来年2月27日（木）に「CSRフォーラム2020」を開催します。
このCSRフォーラムは、20年以上にわたり多数の日本の組織と仕事をしてきた環境・CSRコンサルタトのピー

ター・D・ピーダーセン氏、経済産業省からサービス品質（おもてなし）のご担当者をお招きしご講演をいただ
きます。特に、環境・CSR活動家として有名なピーター・D・ピーダーセン氏の講演は人気です。今回参加料
2 万円のところQAねっと読者の方で参加を希望される方には、招待券を発行させていただきますので、ふるっ
てお申込みください。

このフォーラムにご参加いただいた方には、本文中の図1、図2のチェックリストを無償提供します。（使い
方の指導は有償です）

フォーラムのお問合せ、申込はこちらから。
　申込フォーム：https://forms.gle/5HvnQLbp8XVWBvks6
　問合せ：eqml-maeda@msi.biglobe.ne.jp

②「日本CSR協会のCSR／SDGs／おもてなし規格認証の統合評価方法について」
弊社の研修を受講していただくと、図1、図2のチェックリストの一部を教材として差し上げます。また自

社の「おもてなし規格認証＋SDGs」／「SDGs中心」の監査が出来るように指導いたします。（修了証発行あり）
研修日程はhttp://www.eqml.co.jp/index.html　ページを下にスクロールしてWhat　NEW（お知らせ）

から、セミナー日程をクリックしてご確認ください。

お知らせ

SDGs及びおもてなし規格の内部監査を実施出来る
能力習得の研修を定期的に開催しているのでISOの内
部監査員教育にも活用していただきたい。当協会在籍
メンバーは、ISO9001、1400、27001などの審査
員実績が豊富で、ISOはじめBCPやリスクマネジメン
トなどの指導経験も250社を超える。CSR、SDGs、
おもてなし、ISOマネジメントシステムのすべてを熟

知しているのは、おもてなし認証機関において現在、
当団体のみとなっている。JIA-QAセンターでご登録
のみなさまには、ISOマネジメントシステム内部監査
にESGの視点を加え、激変する社会競争に勝ち残り、
これからの時代を生き抜いていただきたい。



13 JIA-QA Center

ねっと
JIA-QA CENTER

VOL. 31

◆セミナー情報◆

■投稿募集のお知らせ（読者のみなさまの投稿をお待ちしております。）
1.我が社の認証取得事例
題名などを除いた本文を800文字以上1600文字以内でご投稿下さい。
写真や図の添付も可能です。
2.表紙写真
ご自慢の季節の“風景写真”をご投稿下さい。
3.我が社の何でも自慢
我が社の商品自慢、我が社の社員自慢、我が社の行事自慢など、我が社の何
でも自慢をご投稿ください。コンサルタント様などからの紹介投稿も受付い
たします。（紹介投稿の場合、元ネタとなる企業に許可を取った上でご投稿
をお願いします。）
※1.～3.ともに採用されますと粗品をプレゼントいたします。
※投稿文は編集の都合上、原文の趣旨を損なわない範囲で、書き替え、あるいは

短縮することがありますのでご了承下さい。
※写真、イラスト、原稿は原則お返しいたしませんので、予めご了承下さい。
●応募方法
投稿内容はe-mail、fax、郵便で下記宛先までお送り下さい。

■お問い合わせ・連絡先
●本冊子へのご質問・ご要望などは、会社名、役職、氏名、連絡先電話番号を

添えて下記宛先までお寄せ下さい。
●送り先の担当者様の変更などは、お早めに下記宛先までご連絡下さい。

■編集後記
台風19号の被害に遭われた皆様におかれましては、心よ

りお見舞い申し上げます。
さて、気候変動による（最近は、気候危機という呼び方に変

わりつつありますが）気象パターンの異変で、降雨量が局地
的に多くなったり少なくなったりしていることは、皆様お気
づきと思います。注目すべきは、地球温暖化による大きなリ
スクに「食糧危機」があるということです。

栽培条件が変わると、今までどおりに農作物を収穫できな
くなります。日本の場合穀物自給率は29％と言われており7
割以上を輸入に頼っている日本にとって、気候変動は深刻な
問題といえます。「大惨事まであと2℃」。2015年の「パリ協
定」で規定された人類が許せる最大の気温上昇の数値です。

国連「気候変動に関する政府間パネル（IPCC）」が発表して
いる気候変動が土地利用にもたらす影響に関する報告書に
よれば、地球の平均気温が今後2℃以上の幅で上昇すれば肥
沃だった土地は砂漠となり、永久凍土地域に構築されたイン
フラは破壊され、干ばつや洪水などによって食料の栽培と生
産を脅かすと警告しています。このままなら、日本人も数十
年後には飢えるときが来ます。
「自分が変われば世界が変わる」
マネジメントシステムにESGの視点を取り入れ、さっそ

く行動しましょう。

情報誌「JIA-QAねっと」 Vol.31
JIA-QAセンター
一般財団法人 日本ガス機器検査協会

〒104-0052 東京都港区赤坂1-4-10 JIAビル
TEL.03（5570）9561　FAX.03（5570）9566
e-mail h.yasuko@jia-page.or.jp
JIA-QAセンター営業統括室／長谷川まで

発　　行

●本誌記載の記事は、無断転載・複製・複写（コピー）を禁じます。

宛

　先

■ ISO 45001(労働安全衛生)

■ ISO 9001(品質)

〒107-0052　東京都港区赤坂1-4-10 JIAビル
TEL.03（5570）9561（代）　FAX.03（5570）9566
ｈttp://www.jia-page.or.jp/

2020年 1月21日(火)～22日(水)
2020年 2月 5日(水)～ 6日(木)
2020年  3月 3日(火)～ 4日(水)

■ ISO 14001(環境)

東　京 （JIA本部／港区赤坂）
名古屋 (JIA名古屋事業所／小牧市)
名古屋 (JIA名古屋事業所／小牧市)

2020年 1月22日(水)～23日(木)
2020年 3月12日(木)～13日(金)

大阪
東京

2020年 1月22日(水)
2020年 3月12日(木)

大阪
東京

2019年12月 3日(火)
2019年12月 9日(月)

名古屋〈10/15（日）から変更〉
福岡

2019年12月13日(金)
2020年 3月 6日(金)

大阪
名古屋〈1/23（日）から変更〉

2019年12月 5日(木)～ 6日(金) 東京 2019年12月 5日(木) 東京

ISO 45001内部監査員コース（２日間コース、1日間コース）

ISO 9001内部監査員養成講習（2日間コース）

ISO 14001内部監査員養成講習(2日間コース) ISO 14001差分内部監査員コース(1日間コース)

ISO 9001差分内部監査員コース(1日間コース)

■ IATF 16949(自動車産業向け品質)
IATF16949セミナーサプライヤーのためのよく分かる！ 規格と制度の解説コース

日程 開催地・会場

日程 開催地域

日程 開催地域

日程 開催地域

日程 開催地域

日程 開催地域 日程 開催地域

◆セミナー情報◆
2019年度 登録組織セミナー（無料）

【参加料】無料
【開催地・日時・会場】

【プログラムとプレゼンター】

本セミナーでは、複雑に絡み合う企業のマネジ
メントシステムにおいて、想定される及び想定外
のリスクまで洗い出されているか、その頻度や影
響度を分析し、対処策を検討するプロセスはきち
んと出来ているか、ISO が企業の持続的成長の為
になっているかなど、監査で見て行くためのポイ
ントをいろいろ教わりたいと思います。
どちらの講演も、お取り組みの規格にかかわら

SDGs の取組みと ISO内部監査について
～ ISO45001 のエッセンスを取り入れて～（仮題）

アイエムエスコンサルティング株式会社　代表取締役 寺田和正 氏

開催地

横　浜

東　京

札　幌

大　阪

福　岡

名古屋

長野（塩尻）

12 月 16 日（月）

 1 月 27 日（月）

 2 月 14 日（金）

 2 月 27 日（木）

 3 月 6 日（金）

 3 月 25 日（水）

 3 月 31 日（火）

90

168

60

78

90

180

70

12：50～16：50

13：00～17：05

12：50～16：50

12：50～16：50

13：00～17：05

12：50～16：50

13：30～16：50

産業貿易センター  Ｂ１０２会議室

日本教育会館  第二会議室

札幌エルプラザ  環境研修室1,2

たかつガーデン  コスモス(全室)

パピヨン２４  １４号会議室

名古屋企業福祉会館  ホール

えんぱーく(交流センター) ４０１(ａ,ｂ)

開催日 定員 時　間 会　場

講演内容

1

講演内容

2
ISO統合マネジメントシステムの構築と
実践的内部監査（仮題）
有限会社福丸マネジメントテクノ　代表取締役 福丸典芳 氏

ずご聴講いただけます。
内部監査員のレベルアップ、内部監査のブラッ
シュアップを必要とされている組織の方だけでな
く、内部統制をご担当する方、CSR ご担当の方
など、様々な立場のみなさまにご参加いただき、
お客様の持続可能な社会に資するマネジメントシ
ステムの構築・維持に役立てていただければ幸い
です。

※　開催地のスタート時刻は開催地毎に異なります。
※　塩尻会場は車でのアクセス可。指定の駐車場利用に限り割引があります。
•　当日の天候や交通機関の遅れなどにより予告無く開始時刻が前後する事があります。
•　講演 1と 2は予告無く順番が入れ替わることがあります。
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マネジメントシステム認証機関

JIA-QA センター
〒107-0052　東京都港区赤坂 1-4-10　
Tel.03-5570-9561
http://www.jia-page.or.jp/ms/

PEFC-CoC
国際NGOのPEFC評議会が運営する世界最大の
森林認証制度。
JIAは日本で最初のPEFC-CoC認証機関です。

SGEC
SGEC「緑の循環」認証会議が運営する国内向けの森林
認証制度。
JIAはSGECのFM認証と、CoC認証の両方に対応します。

JIAでは「どの認定団体にも属していない企業」に対して
認定を行うことができます。

FSC®-CoC
国際NGOのFSCが運営する森林破壊の制御を目的とした森林認証制度。
JIAはFSC®-CoCの審査を行います。

◆CoC認証：森林認証材の製造加工・流通を対象とした認証
◆FM認証：森林の管理・経営を対象とした認証

検 索JIA　森林認証 検 索JIA　バイオマス

森林認証 木質バイオマス証明
事業者認定をお考えですか？
由来が証明された木質バイオマスは

の買取対象となります！

再生可能エネルギー
電力全量固定価格買取制度（FIT）

販売する
木質バイオマスの
由来を証明したい！

間伐材由来？

一般の材？
その他の材？

安全から地球環境までトータルソリューションの提供
■ISO 9001 (品質)　ISO 14001 (環境)
■ISO 50001 (エネルギー )
■ISO 22000 FSSC 22000 JFS-E-C (食品安全)
■東京都食品衛生自主管理認証制度
■ISO／ TS 16949 (自動車品質)　
　　　　　ARR (欧州道路交通法令類)
■OHSAS 18001 (労働安全衛生)

■森林認証
■木材トレーサビリティ証明
■木質バイオマス証明の認定
■東京都、埼玉県温室効果ガス排出量検証
■カーボンフットプリント(CFP)システム認証
■タイプⅢ環境ラベルEPD

QUALITY ASSURANCE

  ギャップ分析
OHSAS18001とISO45001のギャップ（差分）の特定をご予算に応じて確認します。

  審査相談
東京本部 / 認証サービス室をはじめ、営業統括室、最寄りの各支店にて、種々ご相談に対応しており
ます。お気軽にご連絡下さい。
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サービス

各営業所のご案内はWEBサイトでご確認いただけます。
http://www.jia-page.or.jp/ms/about/office/index.html




